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――
石
鹸
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
作
り
に
挑
戦

石
鹸
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
作
り
に
挑
戦
――

女性部

家
の
光

家
の
光
1212
月
号
・

月
号
・
11
月
号
月
号

購
読
申
込　

10
月
17
日
ま
で

お
申
し
込
み
は　

企
画
管
理
課
へ

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
８
月
２

日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
定

例
交
流
会
を
開
催
し
、
７
名
が
参

加
し
た
。

　

当
日
は
、
帯
広
市
在
住
の
岡
崎

智
鶴
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
石

鹸
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
作
り
に
挑
戦
。

講
師
よ
り
作
り
方
の
説
明
が
あ
っ

た
後
、
各
自
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
た
。

そ
の
後
、
専
用
の
液
剤
を
刷
毛
で

石
鹸
に
塗
り
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾

か
し
、
デ
ザ
イ
ン
紙
を
置
き
、
再

度
上
か
ら
液
剤
を
塗
る
こ
と
で
艶

が
出
る
。
お
好
み
で
マ
ニ
キ
ュ
ア

を
塗
り
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
る
参
加
者

も
い
た
。
１
時
間
半
の
短
い
時
間

で
は
あ
っ
た
が
、
各
自
大
小
１
つ

ず
つ
完
成
さ
せ
た
。
石
鹸
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
は
普
段
の
手
洗
い
で
も
使

用
出
来
る
が
、
し
ば
ら
く
は
眺
め

て
楽
し
む
よ
う
だ
。

　８月23日の朝顔は、真夏の太陽を全身に浴びた。

当初の支柱では足りず慌てて増伸したが、それで

も足りず上へ上へ伸びようと絡みついている。

グリーンカーテンになりましたグリーンカーテンになりました

ああささががおお日日記記
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田中 宏武さん
（萠和）

服部 美咲さん
（萠和）

　

大
樹
町
農
業
担
い
手

セ
ン
タ
ー
（
坂
井
理
事

長
）
で
は
、
８
月
８
日

に
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
お

い
て
、
新
農
業
後
継
者

と
成
婚
者
を
対
象
に
激

励
会
を
開
催
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、

新
農
業
後
継
者
２
名
、

成
婚
者
は
２
組
と
な
り
、

当
日
は
成
婚
者
の
２
名

が
参
加
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
坂
井

理
事
長
よ
り
「
成
婚
者

の
御
二
組
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
先
日
農
協
の

事
務
所
ま
で
ご
成
婚
の

報
告
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
組
合
員
と
し
て

力
強
い
農
業
、
そ
し
て

新
農
業
後
継
者
・

新
農
業
後
継
者
・

　

成
婚
者
激
励
会

　

成
婚
者
激
励
会

新
農
業
後
継
者
・

新
農
業
後
継
者
・

　

成
婚
者
激
励
会

　

成
婚
者
激
励
会

新
農
業
後
継
者

新
農
業
後
継
者

成
婚
者

成
婚
者

萠　

和
服
部　

美
咲
／
康　

一

萠　

和
田
中 

宏
武
／
戸
田 

繁
樹

中　

島
半
谷　

勇
人
・
優　

子

豊　

里
藤
内　

隆
弘
・
愛　

佳

魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
に
こ
れ
か

ら
先
私
た
ち
と
一
緒
に
努
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

新
農
業
後
継
者
に
は
、
中
央
会

等
５
連
合
会
よ
り
激
励
状
・
書
籍
・

苗
木
ま
た
は
配
置
薬
と
担
い
手
セ

ン
タ
ー
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

参
加
で
き
な
か
っ
た
新
農
業
後

継
者
２
名
に
は
後
日
、
坂
井
理
事

長
よ
り
激
励
状
、
太
田
専
務
よ
り

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。



たいき 4( )

町民大盆踊り大会に町民大盆踊り大会に
参加しました参加しました

☆管理部・信用共済部☆☆管理部・信用共済部☆

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

大
樹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

大
樹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

　

８
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
大
樹
町

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
「
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
会
員
８
名
と
保
護
者
６
名
が
参
加
し
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
行
な
っ
た
。

　

大
樹
町
教
育
委
員
会
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
よ
り
２
名

の
講
師
を
招
き
、
木
材
の
説
明
、
ス
プ
ー
ン
・
フ

ォ
ー
ク
の
作
り
方
を
教
わ
っ
た
。

　

今
回
用
意
さ
れ
た
木
材
は
白
樺
・
桜
・
葡
萄
・

胡
桃
・
こ
く
わ
で
会
員
は
た
く
さ
ん
の
木
材
の
中

か
ら
好
き
な
枝
を
選
び
、
好
み
の
長
さ
に
切
っ
て

も
ら
っ
た
。

　

ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
の
柄
に
な
る
枝
を
一
生

懸
命
、
粗
い
ヤ
ス
リ
で
こ
す
り
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
部

分
を
落
と
し
、
細
か
い

ヤ
ス
リ
で
ツ
ル
ツ
ル
に

仕
上
げ
た
。
つ
や
出
し

に
胡
桃
の
油
を
塗
っ
た

あ
と
、
電
動
ド
リ
ル
で

穴
を
開
け
フ
ォ
ー
ク
・

ス
プ
ー
ン
を
差
し
込
み

ボ
ン
ド
で
接
着
さ
せ
、

乾
か
し
て
完
成
。
夏
休

み
の
楽
し
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

ボンドが乾いたら完成
ボンドが乾いたら完成��

ヤスリが一番大事な行程ですヤスリが一番大事な行程です

真剣に枝を選ぶ参加者
真剣に枝を選ぶ参加者
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８
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
青

年
部
（
半
田
佑
介
部
長
）
で
は
、

大
樹
小
学
校
農
園
場
に
お
い
て
、

第
２
回
目
と
な
る
食
育
事
業
を

行
な
っ
た
。

　

当
日
は
部
員
５
名
が
参
加
の

も
と
、
児
童
と
と
も
に
４
種
類

（
男
爵
、
シ
ャ
ド
ー
ク
イ
ー
ン
、

ト
ヨ
シ
ロ
、
ピ
ル
カ
）
の
馬
鈴

薯
の
収
穫
作
業
を
行
な
っ
た
。

　

全
部
で
４
ケ
ー
ス
に
も
な
る

馬
鈴
薯
を
収
穫
し
、
シ
ャ
ド
ー

　

８
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
で
は
農
協
大
会

議
室
に
お
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を

行
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
帯
広
税
務
署　

個
人
課
税
第
一

部
門　

堀
江
貴
氏
を
講
師
に
招
き
、
組
合
員
・

農
協
職
員
合
わ
せ
て
27
名
が
参
加
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概

要
の
説
明
や
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

の
記
載
事
項
、
売
手
の
留
意
点
な
ど
を
確
認

し
、
質
疑
応
答
に
入
り
終
了
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
導

入
さ
れ
、
制
度
導
入
後
に
適
格
請
求
書
（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
を
発
行
す
る
た
め
に
は
、
原
則

と
し
て
令

和
５
年
３

月
31
日
ま

で
に
適
格

請
求
書
発

行
事
業
者

と
し
て
登

録
を
受
け

る
こ
と
が

必
要
と
な

る
。

説明会のようす説明会のようす

半田部長のあいさつ半田部長のあいさつ

畝を起こす部員たち畝を起こす部員たち

収穫作業のようす収穫作業のようす

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
を
開
催

説
明
会
を
開
催

小
学
校
食
育
事
業
を
実
施

小
学
校
食
育
事
業
を
実
施
��

第
２
回

第
２
回

青年部

ク
イ
ー
ン
、
ピ
ル
カ
の
一
部
を

よ
く
洗
い
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
に
し
た
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
状
況
を
鑑
み
、
教
室
に
て

先
生
の
指
導
の
も
と
試
食
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
初
め
て
の
収
穫

作
業
で
あ
っ
た
が
楽
し
そ
う
に

馬
鈴
薯
を
集
め
、
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
作
業
を
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
の
試
み
と

し
て
児
童
た
ち
に
よ
り
一
層
地

域
と
食
に
関
す
る
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
町
内
の
飲
食
店
と
連
携
し
、

収
穫
し
た
馬
鈴
薯
を
１
㎏
１
０

０
円
と
交
換
。

　

飲
食
店
に
は
そ
の
馬
鈴
薯
を

調
理
・
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
た
。

　

集
ま
っ
た
お
金
は
小
学
校
で

行
っ
て
い
る
募
金
に
全
額
募
金

を
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

収穫した馬鈴薯で調理したポテトチップス収穫した馬鈴薯で調理したポテトチップス
左：シャドークイーン　右：ピルカ左：シャドークイーン　右：ピルカ



・ 消費税は消費者が負担しますが、納税は事業者が行います。
・ 事業者は、売上げに係る消費税額から、仕入れに係る消費税額を差
し引いた額を納税します。（「仕入税額控除」といいます。）
・ 令和５年10月から、事業者が仕入税額控除を行うためには、原則と
して、仕入先からインボイス（適格請求書）を発行してもらい、保存して
おく必要があります。
・ このインボイスは、税務署長の登録を受けた課税事業者のみが発行で
きます。（免税事業者はインボイスの発行ができません。）

令和５年10月から消費税のインボイス制度（適格
請求書等保存方式）が始まります

農林水産業・食品関係事業者の皆さまへ

○○イインンボボイイスス制制度度ののポポイインントト

請求書

●●（株）御中
○○会社

（T1234・・・）

○年○月分 請求金額 43,600円
○月〇日 割ばし 550円
○月〇日 牛肉 ※ 5,400円

合計 43,600円
10％対象 22,000円 内税 2,000円
8％対象 21,600円 内税 1,600円

登録番号

消費税額等

適用税率

【【イインンボボイイスス】】

赤字が従来の区分記載請求書との変更点

・
・
・

※は軽減税率対象

・
・
・

請求書

●●（株）御中
○○会社

○年○月分 請求金額 43,600円
○月〇日 割ばし 550円
○月〇日 牛肉 ※ 5,400円

合計 43,600円

（10％対象 22,000円）
（ 8％対象 21,600円）

【従来の区分記載請求書】

※は軽減税率対象

消費税額 ＝ －
売上げに係る
消費税額

仕入れに係る
消費税額

（売上税額） （仕入税額）

インボイスに基づいて
仕入税額控除
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〈売り先との関係〉
➢ インボイスを発行できません。
➢ 売り先が消費者、免税事業者、簡易課税事業者である場合、卸売市場や農

協、漁協、森林組合、事業協同組合等（※）への委託販売を行う場合は、イン
ボイスの発行を求められないため、これまでの取引と何ら変わりません。

（※）農協などの場合は、無条件委託かつ共同計算方式に限ります。
➢ 売り先が課税事業者である場合は、売り先が仕入税額控除をできなくなるため、
売り先と価格面を含め適正な取引条件等を話し合って取り決めておいてくださ
い。なお、今後の経営発展を考えて、課税事業者や簡易課税事業者へ転換す
ることも選択肢の一つとして考えられます。

〈仕入先との関係〉
特段の対応の必
要はありません。

免税事業者 （売上高が１千万円以下の事業者。消費税の納税義務が免除されます。）

〈仕入先との関係〉
➢ 仕入税額控除をするためには、原則として、仕入先からインボイスを発行してもら

い、保存しておく必要があります。
➢ 仕入先が免税事業者の場合は、インボイスを発行してもらえないため、仕入税額

控除ができなくなることによる影響を踏まえて、仕入先や売り先と価格面を含め
適正な取引条件等を話し合って取り決めておいてください。

（売上高が１千万円を超える事業者。消費税の納税義務があります。）課税事業者

※ 仕入先が免税事業者等のインボイス発行事業者でない場合であっても、制度開始後６年間は、
一定の仕入税額控除ができる経過措置が設けられています。

〈売り先との関係〉
➢ インボイス（適格請求書）を発行する事業者となるためには、税務署長の登録

を受ける必要があります。
➢ 売り先の求めに応じて、インボイスを発行する必要があります。

○インボイス制度が開始されるに当たり、農林水産業関係事業者の皆様は
次のような対応や検討が必要になります。

仕
入
先

事事
業業
者者

のの
皆皆
様様

売
り
先

販売 販売

【農林水産省の相談窓口】

インボイス制度に関する専用ダイヤル：０３－６７４４－７１４０
（地方農政局等の相談窓口は、コチラのURLをご参照ください）
https://www.maff.go.jp/j/keiei/tyosei/soudan.html

必要に応じて、財務省（消費税制度に関すること）、国税庁（消費税制度の運用に
関すること）、中小企業庁（ＩＴ導入補助金及び持続化補助金並びに下請法に関す
ること）、公正取引委員会（独占禁止法上の優越的地位の濫用規制及び下請法に
関すること）その他の関係省庁に対して情報提供するとともに連携して対応します。

令和４年７月版
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普及センター技術情報 
 

 

写写真真１１  初初乳乳をを冷冷凍凍保保存存  
ジジッッププロロッックク等等にに入入れれ、、  

保保存存日日、、産産次次、、比比重重等等をを書書いいてて冷冷凍凍保保存存！！  

冷凍保存 

厳
寒
期
は
、
寒
冷
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
体

温
維
持
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
が

増
加
し
、
子
牛
の
抵
抗
力
や
免
疫
力
が
低

下
し
ま
す
。
平
成
２７
年
か
ら
平
成
３０
年
の

大
樹
町
・
広
尾
町
・
幕
別
町
忠
類
の
子
牛
の

死
廃
頭
数
を
原
因
ご
と
に
月
別
で
み
る
と
、

腸
炎
（
消
化
器
病
）（
図
１
左
）
は
１
月
に

最
多
、
次
い
で
１２
月
に
多
く
、
肺
炎
（
呼

吸
器
病
）（
図
１
右
）
は
、
１
月
に
最
多
、

次
い
で
２
月
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
良
質
な
初

乳
を
、
な
る
べ
く
早
く
、
十
分
な
量
を
給
与

し
抵
抗
力
や
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。 

 

１ 

初
乳
給
与
ま
で
の
時
間
と
量 

 

子
牛
は
母
牛
の
抗
体
を
含
ん
だ
初
乳
を

飲
む
こ
と
で
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
。
ま
た

初
乳
は
、
常
乳
と
比
較
し
て
脂
肪
や
蛋
白

が
高
く
、
小
腸
絨
毛
組
織
の
発
達
に
寄
与

す
る
機
能
性
成
分
（
イ
ン
ス
リ
ン
様
成
長

因
子
な
ど
）
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
初
乳
を
摂
取
す
る
こ
と
は
、
子

牛
に
と
っ
て
大
切
な
栄
養
源
と
し
て
の
意

味
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
消消
費費

がが
早早
いい
厳厳
寒寒
期期
はは
、、
いい
ちち
早早
くく
初初
乳乳
かか
らら
子子

牛牛
のの
栄栄
養養
源源
をを
確確
保保
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
りり
まま

すす
。。 

 

子
牛
が
初
乳
か
ら
抗
体
を
吸
収
で
き
る

能
力
は
生
後
６
時
間
以
内
で
は
ほ
ぼ
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
１２
時
間
後
か
ら

急
速
に
低
下
し
て
い
き
、
２４
時
間
後
で
ほ

ぼ
消
失
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
子
牛
が
生
ま
れ
て
か
ら
６
時

間
以
内
（
遅
く
て
も
１２
時
間
以
内
）
に
初

乳
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
一
方
、
哺
乳
欲
の

な
い
子
牛
の
場
合
は
胃
の
中
に
羊
水
が
残

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
状

態
で
初
乳
を
与
え
る
と
初
乳
が
羊
水
と
混

ざ
り
合
い
レ
ン
ニ
ン
と
呼
ば
れ
る
酵
素
が

う
ま
く
働
か
ず
、
十
分
な
抗
体
量
を
吸
収

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
身
体

を
擦
る
な
ど
し
て
哺
乳
欲
を
示
す
の
を
待

っ
て
か
ら
給
与
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
１２

時
間
以
上
経
過
し
て
も
哺
乳
欲
を
示
さ
な

い
場
合
は
、
ス
ト
マ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
に
よ

る
強
制
給
与
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

初
乳
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
飲
ま
せ
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
子
牛
は
自
力

で
３
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
初
乳
を
飲
め
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
（
図
２
）。
十
分
な

抗
体
を
摂
取
す
る
た

め
に
は
、
初
乳
を
飲

め
る
だ
け
（
３
リ
ッ

ト
ル
以
上
が
目
安
）

飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

２ 

初
乳
の
品
質 

 

健
康
な
経
産
牛
の

初
乳
は
初
産
牛
に
比

べ
抗
体
量
が
多
く
良

質
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
初
乳

の
抗
体
含
量
に
は
個
体
差
が
あ
る
の
で
、

品
質
を
把
握
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
色

が
濃
い
初
乳
は
抗
体
含
量
も
多
い
と
考
え

が
ち
で
す
が
、
色
で
判
別
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
比
重
計
や
糖
度
計
（Brix

値
）

を
使
用
す
る
こ
と
で
判
断
で
き
ま
す
の
で

表
１
を
参
考
に
活
用
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
良
質
な
初
乳
が
確
保
で
き
な
い

場
合
に
備
え
、
凍
結
保
存
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
（
写
真
１
）。 

良
質
な
初
乳
及
び
凍
結
初
乳
が
不
足
ま

た
は
確
保
で
き
な
い
時
な
ど
に
初
乳
製
剤

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
初
乳
製

剤
に
は
安
定
し
た
量
の
抗
体
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
栄
養
や
機
能
性
成
分
の
含
量

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場
合
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
説
明
書
を
確
認
し
、
用
法
・

用
量
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

厳
寒
期
の
初
乳
給
与
を
考
え
る 

  

比重で判断する場合（基準測定温度20℃） 1.056 以上※１
Brix値で判断する場合　　　　　　　　　  22 ％以上※２

出典：※1,※2 根室農業改良普及センター2013

表1 良質な初乳の判断方法
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
７
回 

８
／
31

★
報
告
事
項

１　

令
和
４
年
度
環
境
負
荷
軽
減

型
持
続
的
生
産
支
援
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

２　

ミ
ル
カ
ー
点
検
事
業
実
施
要

領
の
制
定
に
つ
い
て

３　

第
51
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進

会
（
乳
用
牛
の
部
）
の
結
果

に
つ
い
て

４　

令
和
４
年
度
畜
産
基
本
調
査

集
計
（
家
畜
飼
養
頭
数
）
の

結
果
に
つ
い
て

５　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

６　

農
作
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

７　

令
和
４
年
７
月
末
組
合
員
勘

定
の
動
向
に
つ
い
て

８　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

９　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

10　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

若手職員紹介若手職員紹介
コロナ禍でマスク姿しか見たことない…なんて方もいるはず！

みなさんに覚えてもらいたいので30歳以下の職員を紹介します！

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
４
年
産
全
道
共
計

販
売
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

対
策
指
導
農
家
及
び
低

所
得
農
家
の
営
農
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

��


協
議
・
承
認

事
業
部　

農
機
車
両
課

　
野の

澤ざ
わ 

　
巽

た
つ
み

営
農
部　

酪
農
畜
産
課

　
田た

島じ
ま 

佳け
い

汰た

生
年
月
日　

平
成
８
年
11
月
７
日

出

身

地　

大
樹
町

好
き
な
食
べ
物　

辛
い
物
、
甘
味

趣　
　

味　

釣
り
、麻
雀
、音
楽
鑑
賞

写
真
に
つ
い
て　

釣
り
で
よ
く
行
く

お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
（
歴
舟
川
）

で
す
�

生
年
月
日　

平
成
11
年
９
月
20
日

出

身

地　

音
更
町

好
き
な
食
べ
物　

チ
ャ
ー
ハ
ン

趣　
　

味　

�

ス
キ
ー
、
ウ
ェ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

写
真
に
つ
い
て　

自
宅
で
飼
育
し
て

い
る
熱
帯
魚
（
ベ
タ
）
で
す
。

退
職
者
の
お
知
ら
せ

事
業
部　

生
産
資
材
課

谷　

本　

真　

梨

�

８
月
31
日
付
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10,164

9,804

10,127
10,001

9,170

10,254

10,481

10,134 10,153

9,765

9,952

9,690

10,406
10,327

9,97010,048

9,707

令和４年度８月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2021年度）

生産乳量（2022年度）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2021年度

2022年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000
3/3 3/17 4/6 4/21 5/11 5/26 6/9 7/21 8/25 9/7 9/22 10/5 10/20 11/2 11/24 12/15 1/12 2/2 2/21

(934,887)(934,887) (730,881)(730,881) (711,370)(711,370) (616,157)(616,157) (739,322)(739,322) (589,050)(589,050) (355,667)(355,667) (617,145)(617,145) (562,525)(562,525)
(793,144)(793,144) (901,426)(901,426) (907,751)(907,751) (740,785)(740,785) (648,256)(648,256) (628,176)(628,176) (646,406)(646,406) (563,032)(563,032) (604,450)(604,450) (645,150)(645,150)

（円）
大　　樹

648,175648,175

600,804600,804

613,107613,107

579,543579,543

543,867543,867

477,675477,675

568,202568,202

522,500522,500

461,214461,214

肉用牛（黒毛和種）

2022年度去勢

2022年度雌

2021年度去勢

2021年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/141/1712/711/810/129/138/177/126/155/164/123/9

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

796,258796,258
804,878804,878

760,650760,650

687,766687,766

775,552775,552

627,804627,804

802,349802,349

711,678711,678

556,906556,906

634,948634,948

691,324691,324

699,170699,170
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｄ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

10
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

９
月
号
の
応
募
者
は
18
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

９月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ツ キ ミ ザ ケ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
大
光
）
鈴　

木　

恵
知
子
さ
ん

（
尾
田
）
天　

野　

千
由
紀
さ
ん

（
拓
北
）
猪　

飼　

和　

江
さ
ん

（
豊
里
）
藤　

内　

堅　

治
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

秋　

子
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂　

本　

虹　

太
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木　

弘　

子
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　
　
　

馨
さ
ん

（
上
中
島

）
宮　

嶋　

寿
美
子
さ
ん

（
中
島
）
坂　

井　

歩
太
琉
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
機
械
な
ど
の
パ
ー
ツ
の
こ
と

③
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
発
祥
の
国
で
す

⑤
中
国
の
大
き
な
打
楽
器

⑥
好
・
始
・
娘
・
妹
は

偏
の
漢
字

⑦
池
の

に
よ
っ
て
、
土
地
を
増
や
し
た

⑨
日
本
国
憲
法
で
は

の
下
の
平
等
が
保

障
さ
れ
て
い
ま
す

⑪
学
校
の
運
動
会
で
踊
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑬
視
聴

、
円
周

⑮
海
水
の
影
響
で
塩
分
を
含
む
湖

⑰
台
所
の
こ
と
。
漢
字
で
書
く
と
「
厨
」

⑲
た
ん
す
や
ソ
フ
ァ
な
ど
の
こ
と

⑳
ノ
ー
の
反
対
語

㉑
阿
寒
湖
の
も
の
は
国
の
特
別
天
然
記
念
物

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
巨
峰
や
ピ
オ
ー
ネ
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
な
ど
の

収
穫
体
験
が
で
き
ま
す

②
竜
宮
城
で
舞
う
魚

③
卵
と
鶏
肉
と
ご
飯
で
親
子

を
作
っ
た

④
実
る
ほ
ど
頭
（
こ
う
べ
）
を
垂
れ
る

か
な

⑥
コ
ロ
コ
ロ
と
気
分
が
変
わ
る
人
の
こ
と

⑧
無
料
で
す
。
代
金
は
い
り
ま
せ
ん

⑩
秋
の
空
に
ぽ
こ
ぽ
こ
と
浮
か
び
ま
す

⑫
ろ
う
そ
く
の
炎
に
ガ
ラ
ス
板
を
近
づ
け
る

と
付
き
ま
す

⑭
学
校
の
教
室
に
並
べ
る
も
の

⑯
船
が
停
泊
す
る
と
き
に
下
ろ
し
ま
す

⑱
ク
ル
ミ
が
似
合
う
げ
っ
歯
類
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

三木 日向花さん (６歳 )ゆはら あんりさん (８歳 )
中　島

はんがい ゆかさん (７歳 )

拓　進

鈴木　陽香さん (10 歳 )

鏡　町

Ｍ ・ Ｔさん (11 歳 )


